
1/1産業廃棄物管理

洗浄工程で使用した液を切削工程
で再利用したり、鋳造品を削った際に
発生する鉄くずを鋳造前の材料に戻し
たりする社内循環の仕組みを構築する
など、一貫加工の強みを活かした改善
を継続しています。また、鍛造工程で使
用する潤滑油の一部は鍛造加工後、
別の液体と混ざるためこれまで廃却して
いましたが、分離させることで再利用が
可能となりました。新たな取り組みとし
て実施しています。

工場廃液を濃縮装置で現用 設備潤滑油を再生して再利用
切粉をブリケ ット化して、自社内で使
う材料として再利用

当社は、地球社会における影響・責
任を正しく把握し、改善活動の指標と
して活動促進を行っています。
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グローバル産業廃棄物排出量（左軸） 廃棄物発生量 原単位（右軸）

■基本的な考え方
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■産業廃棄物削減の取り組み
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